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◆方針の３つの柱 

 

◆具体的な取組 

 

 

 

めざす学校像 

自己の成長を共に生きる力につなげる学校づくり 

～自分の大好きを探して～ 

・学びを通して成長の喜びを自覚できる児童 自分の意志で未来を切り拓く児童 
・誇りと自信をもち、よりよい授業の深化や児童理解に努める教師 
・未来を担う児童の成長としなやかな感性の育成を見据え、保護者・地域と共に歩む学校 

 
（中期的目標） 
・自ら学びを決定・調整し、協働的な学びを通して、自己の成長を思い描いて学び続ける児童 
・児童の成長を支え、楽しみや手応えを感じさせる授業の実現を目指して、共に学び合う教師 
・教育活動等を通して、児童、保護者・地域、学校の思いや願いを共有し、提案のできる学校 

学校教育目標 
・よく考えやりぬく子  ・仲良く協力する子  ・明るく健康な子 

自律的な学び 生きて働く力 

 

豊かな人間性 社会性 しなやかでたくましい心と体 

○基本的な知識・技能の向上 

・学びのプロセスの定着 

・学びによる成長の自覚 

・家庭学習の習慣化と充実 

○主体的・協働的な学びの実現 

・校内研究の活性化 

・学び方の選択、個別最適な学び

による自律した学び手の育成 

・探究的・体験的な学びの重視 

○情報活用能力の構築 

・学校図書館の活用の充実 

・TPC・番組の日常的かつ効果

的な活用の深化 

・デジタル学習基盤作り 

 

○生命・人権尊重教育の充実 

・道徳授業（道徳授業地区公開講座）、

人権プログラム活用の推進 

・教育相談、インクルーシブ教

育推進による多様性の理解 

○自己肯定感・有用感の育成 

・キャリア教育、異年齢活動

（なかよし班、幼稚園との連   

携）、話し合い活動の充実 

○持続的な社会の作り手の育成 

・日本の文化を慈しむ心の涵養 

・TGG 体験と英語教育の充実 

・防災を核とした地域連携 

・SDGｓ教育の推進 

 

○生活習慣と規範意識の確立 

・あいさつ、礼儀の徹底 

○体力向上活動の充実 

・水泳指導の活性化 

・芝生化した校庭の活用 

○危機管理への組織力の強化 

・いじめ防止基本方針、ふれあ

い月間での情報共有の徹底 

・地域・関係諸機関との連携 

・情報モラル教育の推進 

○ウェルビーイングの実現 

・親子体験活動の充実 

・不登校、ヤングケアラー対応 

・ワークライフバランスの励行 

学校経営の推進・学校評価 

◆その他 心が動く…感動が学びの動機付け 個別最適な学びへの入り口 なりたい自分の明確化 
視野が広がる…多様な世界との出会い 共感的理解力の涵養 意思決定と自己肯定感 
学び方・生き方を知る…学びのプロセス 問題解決 成長の把握 自己調整・自己実現  

運営委員会（組織的運営） 

 地域防災 

 

学力向上・OJT 委員会 

 

地域人材活用 企業・大学等連携 

 

花の木幼稚園との連携 

 

校内委員会 

 
校務 DX 

 

教育環境の整備 

 

NHK ONE for School 

 
ｶﾘｷｭﾗﾑ･ｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞ 

 

校内研究 

 

探究・体験活動 

 


